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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 10月25日～27日まで下平PSW不在となります。用事がある時は末政さんのPHSに連絡して下さい。

· 小坂Ｄｒの勉強会が、10/26（木）→　11/2（木）に変更となりました。婦人科診察も同日に変更となります。

＜患者様連絡事項＞

· 田端　玲子様～兄嫁様から外泊希望が出されています。最近外泊から帰られてからの精

神症状の不安定がみられている為、しばらく外泊をせずに外出にて様子を見ましょうという事になりました。安定続くようなら１泊の外泊して頂き様子観察する事にします。

・佐々木　利男様～自室窓から私物を外に捨てていました。指示にて窓の開かない部屋に移って頂きました。（111号室→　121号室へ移動）

　　　　　　　　　詰所から遠くなり見守りしずらくなりましたので自室に居る時は密に訪室し、なるべくホールで過ごして頂くようにしましょう。

・荒屋敷　チエ様～佐々木利男様の部屋移動に伴い、121号室から111号室に部屋移動して戴きました。ご本人には了承を得ています。

・笹山　　吉郎様～血液検査の結果、貧血データ値が悪化傾向しています。腫瘍マーカーでは異常なしとのことでした。田名部Ｄｒは他科での検査希望されており、家族に面談し、受診の日にちを決定したいとの方向で家族に連絡しています。日にちが決まり次第連絡が来ることになっていますので、受けたスタッフは申し送りお願いします。

・向山　　忠義様～喀痰検査で緑膿菌が検出されました。痰からの検出の為、飛沫感染（咳・排痰時）に特に気をつけましょう。咳嗽あるうちは観察室で経過観察予定です。10/27（金）に喀痰培養の再検をする予定です。

・三浦　　トシ様～本日深夜帯、排便時に鮮紅色の血液混入が2度みられました。田名部Ｄｒ診察にて、いぼ様痔核との診断です。今後も排便時の血液混入がみられた時は、軟膏処方にて対応するとのこと。便性状・肛門部痛の有無を確認し、田名部Ｄｒへ情報提供して下さい。

　　　

　＜皮膚科診察＞

・上田　　正男様～背部湿疹軽減していますが、副腎皮質ホルモン剤が3日分継続処方となりました。土曜日に飲み切りますが、10時頃野沢Ｄｒへ電話し

　　　　　　　　　湿疹の状態報告をします。良ければ中止となります。当日のリーダーは連絡を宜しくお願いします。

・山内　　公博様～背部・胸部湿疹軽減され副腎皮質ホルモン剤が止めとなり、抗ヒスタミン剤が１日２Ｔ（朝・夕）７日分処方となりました。

　　　　　　　　　掻痒感の有無、皮膚の状態観察をしていきましょう。

・三浦　　一男様～仙骨部褥瘡は治癒されましたが、湿疹となっています。軟膏塗布の処置指示があります。皮膚の状態の観察をし、体動時の摩察など注意をし悪化しないようにしましょう。

・北山　　和子様～褥瘡治癒の為、処置終了となりました。同姿勢での座位や臥位にならないように介入し、再発防止に努めましょう。

＜褥瘡検討＞

・永洞　　恭子様～左下肢褥瘡部の浸出液見られています。悪化傾向にあり軟膏・ラップ処置は継続です。夜間の体交をまめに行い、褥瘡部の圧迫無いように努めましょう。

・中村　松五郎様～左足背褥瘡部の悪化はないですが、浸出液少量あり、状態の改善見られず軟膏・ラップ処置継続となりました。下肢の血液循環を良くする為にも、時々臥床して頂き身体の保温に努めましょう。その他、食事　　　　　　摂取量等、栄養状態の観察をしていきましょう。

・水梨　　正一様～両下肢浮腫見られ小さい傷から浸出液少量見られています。保清の面からもラップ貼付しましょう。ホールで座っている事が多いので、時々下肢挙上して頂き、全身症状、異常時のバイタル測定、食事・水分摂取状況の観察をして行きましょう。

＜業務改善＞

オムツカートの置き場所について

小山様がカートの中のオムツパットに興味を持ち、食べようとする事も見られます。現在、ほとんど日中に物色行為があり、夜間就床後はオムツカートに興味を示すことはありません。

胃食がないように本人の行動やカートに注意を払っていますが、ホール内にカートを置

いておくと異食の危険がある為、今後のカートの置き場所を検討しています。

1 日中はＣ詰所に入れて置き、Ｃの患者様のオムツをＤの詰所に置く。

2 夜勤の時は今まで通り廊下に置く（物色行為がありそうな時はその都度出し入れして対応する）

色々と試して良い方法を考えて行きましょう。又良い案があったらお願いします。

